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随 想

日 本 泌 尿 器 科 の 黎 明

大 阪 中 川 小 四 郎

この度,広 大加藤篤二教授には京大前任稲田教授の後任として京都に転任,同 大学泌尿

器科4代 目の担任教授 として活躍されることと相成ったわけだが,斯 科学界のため洵に慶

祝に堪えない.

数 日前のこと,本 誌編集の酒徳博士から 「随想」を執筆するようとのご下命に接 したの

だが,期 日がさし迫っているから,諾 否の返信は速達でということであったので,取 敢え

ず,折 返 し 「拝諾」のご返事を差上げて置いた次第である.
ユ

ところが,い ざとなって見 ると,貴 重な紙面を拝借す るにふ さわ しい と思われ るような

話題が,頭 に浮 んで こないので,止 むを得ず,標 題に見 られ るような大げ さな見 出しをま

ず掲 げてみたわけ である.し か し,そ の内容 た るや,い わゆ る 「大山鳴動 して鼠一匹」 の

類 の ものであろう ことを予 め諒 承 されたい.

わ が邦 における泌尿器科 の発足 の時期,と い った ような問題に関す る諸家 の意見は恐 ら

く区々であろ うと思われ るが,こ こでは一応,大 正の初期 か ら,そ の末期 に至 る約15力 年

と仮定 してみ たわけだ.

前 書が少 し長 くなったが,以 下 の記事 は要 す るに,こ の黎明期におけ る1～2の 古 い想

い出にす ぎない ことも,前 もってお含みお き願 いたい

日本 の泌尿器科 は,そ の発足 以来,多 数 先輩諸先生の努力に より,日 進月歩 の一途 を辿

り続 けているわけだが,最 近,特 に治療方面 で注 目されてい るのは人工 腎臓 とか腎移植 な

どの問題 である.し か し,か ような複雑微 妙 な問題につい ては,古 い過去 の時代 には到底

夢 にす ら見 られ なかった と称 して も過 言では あるまい.斯 科の この現状 と,そ の黎明期に

おけ る実態 とを比較対照す るとき,全 く隔世 の感 を禁 じ得ない ものがあ る.

と申 して も,唯 これ だけでは,説 明が耳卯か不十 分か と思われ るので,甚 だお こが ま しい

ことではあるが,筆 者 の「膀胱鏡fi談 」(日本医事新報,昭 和30.8.6)を こ こに抄録転載 させ

て頂 くことにす る.こ れは,た だ し,大 正3年 発行,朝 倉文三先生著「膀胱鏡検査法」に対

する石黒忠恵子爵(陸 軍軍 医総監)の 序文 の再録 にす ぎない ことも前 もってお断 りした い.

「(石黒子 曰 く)明 治30年 某 月,余 知人に血 尿患者 あり,こ れ を医学博 士橋本(綱 常)子

爵(陸 軍軍医総監)に 托 した るに子爵,こ れを腎臓病に因 るものとなす 余その左右 いず

れ の腎臓 よりす るなるかを質 した るに子 爵手 を振 って曰 く,左 右いずれ よ りす るかを確か

む る こと難 きを悲む 。 よく電鏡装置 の検査法 あ るを書 上に見 るも未 だ親 し く其器械を手 に

せず,其 術 も亦難 しとて帳然 た るもの久 し.後,明 治36年 初 秋,子 爵突然 として来 り,満

面喜色を湛へ て曰 く,頃 日,血 尿患者 あ り,本 日,之 を新 帰朝,朝 倉博 士に嘱 し,電 鏡装

置の膀胱 鏡を用い て検査 し,判 然,其 右腎 よりす るものな ることを診定 した り.先 年貴君

の質 問に答ふ るこ と能は ざ り時 の事 を想起 して欣喜 に堪 えず.

器械 の精新 と朝倉博士 の此術 に精通せ ることを併 せて談 じ,欣 然 として帰 え らる……」

「(筆者 の作 文)こ れに よって考 える と膀胱鏡が 日本 の臨床医 界に初 めて登 場 したのは ,

大体今 か ら半 世紀以前 のこ とで ある ことが推測 され る,の みな らず当時は この器械が如何

に珍奇 な存在 で あったかが容易 に窺われ るわけ である.膀 胱鏡 は現在では内科 におけ る聴



352 中川:随 想 日本泌尿器科の黎明

診器 と同様 に,泌 尿器科臨床 には,な くてはな らない重要検 査用器 の一 つで あって,筆i者

は この器械 を使 用する度毎 に,そ の患者 に対 する絶 大の福音 を思 うと共 に,こ れが創案者

たる独医 ニッツニ氏 の不朽 の功績 を礼讃せ ずにはい られ ない.」

か ようなわけ で,膀 胱鏡 の果す役割 の甚大で ある ことはい うまで もないが,要 す るに従

来 は これ と他の方法 とを併用す るこ とによって,腎 臓 の患側 とか その機能状況 な どを判定

し,そ して,病 腎 の治療を決定す ることが終局 の主 な狙 いで あった と約言 す ることも出来

よう(尤 も,こ れはただ腎臓疾患だけ につ いて の話では あるが).

従 って,人 工 腎 とか腎移植 とい った ような問題は,わ が泌尿器科 の黎明期 においては,

まだ まだ,実 現 とは余ほ ど縁遠い もので あったで あろうことが容易に察せ られ る.

因 に,朝 倉先 生は大正元年,日 本泌 尿器病学 会(後 に,日 本 泌尿器科学 会 と改称)を 設

立 し,爾 来 多年 にわた り,そ の会長を続けてお られた ことは周知の とお りで ある.

さて,つ ぎに,考 えて見 たいのは,大 学 におけ る泌尿器科学独立講座 の問題 であ る.

現在,本 邦におけ る医科 系教 育機 関の数 は46で あ るが,そ の うち斯科 の独立 講座 を もっ

ていない所 はほ とん ど皆 無であ る.

田村一博士 が,そ の 「泌尿器科学会 の変遷」(臨 床泌尿器科,21巻,3号,昭 和42.3,20

発 行)に おいて述べ てお られ るように,泌 尿器科学講座が最初 に設け られた のは慈恵会医

科 大学 であって,朝 倉文三先生が還暦 を迎 える と共 に開業をやめ,同 大学 の初代教 授に就

任 され たのが大正11年 で,こ れ に次 いで,大 正13年 に 九大,15年 に慶 大にそれ ぞれ斯科 の

講座が設置せ られ,こ れ を契機 として間 もな く,東 大,京 大 な どにひ き続 き,他 の大学 に

も漸 次お よんで現在 にいたったわ けである.

と ころで,日 本泌尿器科(学)を 語 る とき,ま ず,い ちはや く我 々の頭 に浮 んで来 る大

先輩 は とい うと,そ れは土肥慶蔵先生で ある(上 述 の如 く,朝 倉 先生 もこ同様 で あるが).

周 知 の如 く,土 肥先生は大正15年6月,東 大教授 の職 を退 き,昭 和6年11月6日,66歳

を 一期 として他界せ られた ので あるが,昨41年6月 を もって,生 誕 百年 を迎えたので,同

月18日,日 本皮膚科学会主催 の もとに,そ の記 念式典が東京 において,執 り行 なわれた こ

とは,い まなおわれわれの記憶 に ありあ りと残 っている.

先 生が 日本泌尿器科(学)の 発展 のため,陰 に陽 に力を尽 され,特 に,大 学 におけ る斯

科 の独立講座の設 置に対 しては,率 先努 力され た ことは いうまで もない.

さて,そ の事 実の一端 を物語 る もの として,莚 に先生 の遺 された,ご 筆跡の一葉を紹介

させていただ くことは,あ ながち無意義 ではあるまい と信ず る.挿 入 の写真は,筆 者が,

か って岡山医大に勤 めていた ころ,先 生 か ら

賜お った書 簡(親 展)を 撮影 した もので,そ

の日付は3月10日 とな ってい るが,年 号 は調

べてみれば判 るのだが,多 分大正11年 か12年

だ と思 ってい る.

そ の文意 は,ご 覧 の通 りであ るが,く ず し

が きのため,す こし読 みに くい文字が ないで

もない,

っ いで なが ら,鵬 軒土肥先生 は 漢学に長

じ,唐 詩 を よ くされ,文 章 に傑 出 してお られ

た ことは,あ まりに も有 名である.

な お,こ れ は一片 の書状 にすぎないが,こ

れ を よすが として,先 生 の崇高 なる人格 の片

鱗 に接 す ることが 出来 る ような気がす る.

「鏡には うつ らぬ人の まこころ も

さやかに見ゆ る水茎 の あと」

(明 治天皇御製)

欄 筆 に当 り,稲 田教授 に よって創刊 された

本紀要が,今 後 とも堅実 な歩 みをつづけ,さ

らに一 層,内 容 の充実 した機関冊誌 として,

そ の使命 を全 うする よう切望す る次第で ある.
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